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「
看
護
に
役
立
つ
漢
方
医
学

セ
ミ
ナ
ー
」開
催

　
日
本
漢
方
生
薬
製
剤
協
会
の
２
０

１
１
年
の
調
査
に
よ
る
と
、
漢
方
薬

を
処
方
し
て
い
る
医
師
は
89
・

0
％＊

＊

。
２
０
０
７
年
か
ら
全
国
80
の

医
学
部
す
べ
て
で
漢
方
医
学
の
教
育

が
行
な
わ
れ
て
お
り
、
漢
方
薬
が
使

わ
れ
る
機
会
が
今
後
さ
ら
に
増
え
る

可
能
性
が
あ
る
。

　
し
か
し
、
看
護
師
の
基
礎
教
育
で

は
、
漢
方
薬
や
漢
方
医
学（
ま
た
は

和
漢
診
療
学
。
現
代
日
本
の
漢
方
医

学
は
、
中
国
の
伝
統
医
学
を
も
と
に

し
て
、
江
戸
時
代
を
中
心
に
日
本
で

独
自
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
た

め
、こ
の
よ
う
に
呼
ぶ
こ
と
も
あ
る
）

に
つ
い
て
学
ぶ
時
間
が
ほ
と
ん
ど
な

く
、
体
系
的
に
知
識
を
得
る
機
会
は

限
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
聖
路
加
国
際
大
学
で
は
、

株
式
会
社
ツ
ム
ラ
と
共
催
で「
看
護

に
役
立
つ
漢
方
医
学
セ
ミ
ナ
ー
」を

4
回
シ
リ
ー
ズ
で
開
催
す
る
。

　
去
る
9
月
4
日
に
開
催
さ
れ
た
プ

レ
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
西
洋
医
学
に
漢

方
を
取
り
入
れ
て
地
域
医
療
に
取
り

組
む
が
ん
認
定
医
の
今
津
嘉
宏
医
師

（
芝
大
門
い
ま
づ
ク
リ
ニ
ッ
ク
）が

漢
方
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て

解
説
。
西
洋
医
学
で
い
う「
ス
ト
レ

ス
」に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
、

精
神
・
栄
養
・
体
力
面
で
の
障
害
は
、

東
洋
医
学
で
は「
気
」の
障
害
と
し

て
み
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
さ

ら
に
Ｐ
Ｍ
Ｓ
な
ど
女
性
特
有
の
症
状

を
、
漢
方
医
学
で
は「
血
の
道
症
」

と
呼
び
、
総
合
的
に
解
決
で
き
る
漢

方
薬
が
あ
る
た
め
、
ぜ
ひ
看
護
師
自

身
も
使
っ
て
み
て
ほ
し
い
と
呼
び
か

け
た
。

　
後
半
の
座
談
会
で
は
、
聖
路
加
国

際
大
学
の
吉
田
千
文
教
授
と
千
葉
大

学
医
学
部
附
属
病
院
の
小
池
潤
看
護

師
が
今
津
医
師
と
と
も
に
登
壇
し
、

看
護
師
が
漢
方
の
知
識
を
も
て
ば
ケ

ア
の
幅
が
広
が
る
こ
と
な
ど
に
つ
い

て
、
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
や

患
者
説
明
を
例
に
と
り
意
見
を
交
わ

し
た
。

　
本
セ
ミ
ナ
ー
は
1
回
ず
つ
参
加
す

る
こ
と
も
可
能
で
、
12
月
5
日（
金
）

18
時
30
分
か
ら
の
第
4
回
は
、
今
津

嘉
宏
医
師
を
講
師
に
迎
え「
が
ん
や

認
知
症
患
者
と
漢
方
」を
テ
ー
マ
に

開
催
さ
れ
る（
詳
し
く
はp.984

）。
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訂正とお詫び
本誌バックナンバーにて、
以下の表記に誤りがありました。
訂正いたしますとともに、深くお詫び申し上げます。

�19巻12号のp.986�
「ほっとらいんふろむほんごう」下段中央
誤：山田千文教授
正：吉田千文教授

�20巻1号のp.1の猪飼周平氏の役職
誤：一橋大学大学院社会学研究科准教授
正：一橋大学大学院社会学研究科教授
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